
メガネ川柳コンテスト プラス 

 

惜しくも入選を逃した作品にもスポットライトを当てるこのコーナー。 

バッサリ切らせていただくこともあるので 

心して….いやいや、期待せず….いやいや、お暇なら…いやいや 

とにかく折角ですからまだまだ行きましょう。 

 

老眼鏡  落ち込む母に 素敵だよ  青い鳥 

そうです、落ち込むことじゃなないですよ、 

メガネがかけられるようになったんです。 

新たなオシャレが出来る！しかも近くも楽に見えるんです！ 

一挙両得ではないですか。 

 

よく見える メガネに生きる 意欲湧く  あじさい恵子  

コメントもいただきました 

「病気で何度も入院していますが、メガネのおかげで前向きになれました」 

東京オリンピックの開催はもうすぐですし、お子さんやお孫さんの成長する姿などを 

目に焼き付けて活力に変えてくださいね。 

 

眼鏡かけ 娘が一言 「おばあちゃん？」   むぉまま    

ある日、保育園へ息子を迎えに行った際、子供と同じクラスの女の子に 

「○○君のおじいちゃん？」と聞かれた私 

それから保育園へ行く際はオシャレなメガネだけにしようときめてきましたが、 

あれ以来その子には見向きもされていないのはなぜだろう。 

 

ニセ（ガネ）か  メ（ガネ）を疑う  ショウ（ガネ）ー あらまあ  

 凝っている（ガネ）落選  おやまあ 

 

四季ごとに メガネを替える 洒落た彼 香月   

私なんか一日のうちで仕事用、パソコン用、寝床の老眼鏡と 

３回もメガネを変えているので超絶オシャレ中年ってことですね。 

 

なんでだろ はずしたほうが よく見える  もんじゃろやき   

スマホや本なら老眼、もしテレビや外の景色ならメガネの度が強すぎる可能性、ですね 

落選。 



 

メガネして ピントが合わず 目に涙  竹野芭蕉   

老眼？メガネの曲がり、調整不良？これも万一度が強すぎなら可哀そうな気もするけど、

当然落選。 

 

老眼鏡 必要ないと 見栄を張る  埼玉のねこ    

おお、「武士は食わねど高楊枝」的なやせ我慢の感じが 

ハードボイルド大好きな私の心を一瞬揺さぶりましたが、落選。 

 

なんでメガネを掛けてくださいね、という私達主催のコンテストに 

「合わない」とか「無理する」とか落選が目に見えている句を応募されるのですか。 

まさか、このコーナーを始めから狙っている…？ 

 

あの彼と 同じがよくて 度なし買う アオハル    

長く接客業をさせていただいていると、とても微笑ましいカップルに出会います。 

一組はこの川柳のように、ご夫婦で同じモデルのメガネをお揃いでおつくりになった 

ご夫婦がいらっしゃいました。顔立ちが似ているという感じでもありませんでしたが 

お二方ともとても似合って、特に奥様は嬉しそうでした。 

また全然別の話になりますが、 

字は異なりますが、ご夫婦で同姓同名という方々がいらっしゃいました。 

なにか想像を超える運命の糸を感じますね。 

 

女房の 眼鏡を借りて 名前書く  らくちゃん 

いくら仲のいいご夫婦でも、メガネの貸し借りはやめて下さいね。 

度数の違いはもちろん、個々のお顔にあわせてかけ具合の調整をしてますので、 

無理にかけて曲がるとピントがずれてしまいます。 

 

女湯を 覗く眼鏡を 湯が隠す やっぱだめですよね～   

浮かれたコメントもいただきました 

「この度婚約が決まりました！ もう覗き見しようとしないので  

どうか彼女とディズニーリゾートにいかせてください！！」  

婚約おめでとうございます！といいますけれども、当然落選。 

 

子に踏まれ  生まれる度に  買うメガネ  ゆめちゃん 

コメント「第一子には踏まれ、第二子には変な方向に歪まされてしまいました。 

そんな子供達と初ディズニーや USJ に行きたいです！ご縁がありますように。」  



うーん、ご縁はなかったようです、残念。 

でも、メガネにはご縁があるようですので今後とも長いおつきあいをお願いいたします。 

 

昭和っ子 メガネはそっと かけるもの  夢恋士   

モノを大事になさる世代なのですね。 

そのような心構えでのお取り扱いがメガネの曲がりや歪みを防いで 

正しい、楽な見え方をキープできると思います。 

 

ふちシルバー 免許ゴールド 腹ずん胴   ただおです 

残念、表彰台には届きませんでした。 

 

たくさんの作品の中から選ばせていただいた残念なメガネ川柳の数々 

入選作は新俳句のようでしたが、こちらのほうが川柳らしい？ 

まあ、いずれにしても面白い作品、どうもありがとうございました。 

また次回をどうぞお楽しみに。 


